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（一社）全日本愛石協会副理事長
（一社）日本水石協会理事
愛石クラブとよた会長
千歳愛石同好会顧問

西山 巍

北の国から

り
、
道
内
の
石
仲
間
と
の
交
流
が
深
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
齊
藤
氏
と
は
２
年
前
の
札
幌
で
ほ
ん
の
袖
振

り
合
っ
た
だ
け
の
間
柄
で
す
が
、
署
名
活
動
や
こ
の

度
の
一
件
、
北
の
国
か
ら
の
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

旭
川
に
は
石
の
先
達
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
石
狩
川
（
神
居
古
潭
）
探
石
の
ご
縁
で
、
旭
川

水
石
会
の
水
上
祥
邦
会
長
の
蔵
石
を
拝
見
し
、
森
谷

隆
一
氏
の
「
悠
庵
の
水
石
」
を
拝
読
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
皆
様
と
の
再
会
が
楽
し
み
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
、
嫌
わ
れ
る
「
三
密
」「
ク
ラ

ス
タ
ー
」
は
平
時
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
欠

か
せ
な
い
マ
ナ
ー
で
す
。「
濃
厚
接
触
」「
不
要
不

急
」
と
共
に
、
今
年
の
流
行
語
大
賞
を
競
う
こ
と
に

な
る
の
で
し
ょ
う
。

　
「
千
客
密
集
の
水
石
展
」「
水
石
文
化
の
全
国
ク
ラ

ス
タ
ー
」、
こ
ん
な
平
安
な
日
常
が
戻
る
ま
で
は
、

ぐ
っ
と
我
慢
の
石
三
昧
、
皆
様
ご
自
愛
を
。

　

盆
栽
水
石
文
化
の
〝
世
界
遺
産
登
録
の
実
現
は
、

推
進
団
体
に
と
ど
ま
ら
ず
、
私
た
ち
日
本
人
に
と
っ

て
も
新
た
な
一
歩
を
刻
む
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
〟。

　

月
刊
『
北
海
道
経
済
』
５
月
号
が
「
わ
れ
ら
の
」

世
界
遺
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
こ
ん
な
力
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
『
北
海
道
経
済
』
は
、
旭
川
市
を
中
心
と
す
る
道

北
地
域
の
政
治
、
経
済
、
文
化
の
話
題
を
発
信
す
る

雑
誌
で
す
。
時
節
柄
、
コ
ロ
ナ
関
連
の
記
事
が
多
い

誌
面
で
し
た
が
、「
盆
栽
・
水
石
・
ユ
ネ
ス
コ
・
世

界
遺
産
登
録
」
等
々
の
文
字
が
連
な
る
雑
誌
の
中
ほ

ど
の
４
ペ
ー
ジ
は
異
彩
を
放
っ
て
い
ま
し
た
。
地
元

の
盆
栽
・
水
石
団
体
の
現
況
紹
介
の
中
で
、「
盆
人

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
称
す
る
文
化
保
存
活
動
に
熟
練

パ
ワ
ー
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
、
と
の
記
述
に
は
快
哉

を
覚
え
ま
し
た
。
文
中
で
は
世
界
遺
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
経
緯
や
、
豊
田
市
で
開
催
し
た
「
小
さ
い
石
の

展
示
会
」
の
意
義
に
も
言
及
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
件
に
関
し
て
、
３
月
末
に
東
川
町
の
齊
藤
庸
氏

（
大
雪
盆
栽
会
会
長
）
か
ら
の
電
話
で
、
北
海
道
経

済
社
の
取
材
対
応
を
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
即
日
、
担

当
の
橋
野
勝
広
記
者
と
電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
翌
日

に
は
関
連
資
料
を
送
付
し
、
言
葉
足
ら
ず
な
が
ら
イ

ン
プ
ッ
ト
を
終
え
て
発
行
を
待
ち
ま
し
た
。

　

手
に
し
た
５
月
号
で
は
世
界
遺
産
の
露
出
は
良
好

で
、
記
者
の
ご
尽
力
に
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。
創
刊

か
ら
50
年
の
こ
の
月
刊
誌
に
は
地
域
の
情
報
が
満

載
、
議
会
役
所
の
動
向
や
都
市
開
発
、
生
活
関
連
の

話
題
な
ど
、
一
読
し
た
後
は
す
っ
か
り
「
旭
川
通
」

に
な
っ
た
気
分
で
し
た
。　
　
　

　

数
年
前
か
ら
北
海
道
を
訪
れ
る
機
会
が
多
く
な

UNESCOの遺産保護プロジェクトには３つの活動があります。①世界遺産、②無形文化遺産、③世界の記憶。水石盆栽文化は②への登録を目指しています。

旭川市の水上祥邦さんの自宅蔵石

↓アウトライン

世界遺産PJ（プロジェクト）
めげずにやり抜く

Intangible Cultural Heritage
無形文化遺産

『北海道経済』5月号の記事と表紙



30

（一社）全日本愛石協会副理事長
（一社）日本水石協会理事
愛石クラブとよた会長
千歳愛石同好会顧問

西山 巍

100,000円の使い道

し
で
は
な
く
、
少
し
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。

　

マ
ス
ク
と
10
万
円
、
ま
だ
届
き
ま
せ
ん
。（
５
月

末
現
在
）

愛
石
社
を
つ
ぶ
す
な

　

新
型
コ
ロ
ナ
は
日
常
を
変
え
て
し
ま
い
、
カ
ネ
が

天
下
を
回
ら
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

　

気
が
か
り
は
「
愛
石
社
」
で
す
。
展
示
会
が
軒
並

み
中
止
と
い
う
前
代
未
聞
の
事
態
は
、
展
示
石
の
掲

載
を
収
入
源
の
約
半
分
と
す
る
、
こ
の
会
社
を
緊
急

事
態
に
陥
れ
た
の
で
す
。〝
武
士
は
食
わ
ね
ど
高
楊

枝
〟
と
構
え
る
立
畑
編
集
長
で
す
が
、
な
に
せ
零
細

事
業
主
（
？
）
で
す
。
い
く
ら
「
石
に
か
じ
り
つ
い

て
」
頑
張
っ
て
も
食
え
ま
せ
ん
。

　

月
刊
『
愛
石
』
６
月
・
７
月
号
で
は
「
愛
石
親

派
」
の
団
体
と
個
人
が
新
企
画
の
誌
面
を
埋
め
ま
し

た
。
松
山
市
の
市
﨑
一
章
氏
か
ら
の
誌
面
で
の
呼
び

掛
け
が
奏
功
し
た
の
で
し
ょ
う
。
先
日
、
京
都
市
の

Ｎ
氏
か
ら
も
支
援
策
相
談
の
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

苦
し
い
時
は
お
互
い
様
、
長
年
お
世
話
に
な
っ
た
愛

石
社
へ
の
恩
返
し
を
し
な
け
れ
ば
、
と
の
こ
と
で
し

た
。
思
わ
ず
「
浪
花
節
」
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
ま

し
た
。
寄
付
金
募
集
の
ご
提
案
で
し
た
が
、
相
手
は

あ
の
気
質
の
「
江
戸
っ
子
（
生
ま
れ
は
紀
州
）」
編

集
長
で
す
。『
愛
石
』
誌
面
へ
の
蔵
石
投
稿
で
掲
載

料
を
支
払
うGIV

E &
 T

A
K

E

の
協
力
が
自
然
な

形
か
と
思
い
ま
す
。
全
国
の
石
友
か
ら
の
ご
協
力
を

期
待
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
去
り
、
平
穏
な
石
の
日
常
が
戻
る
の
は

ま
さ
か

　

ま
さ
か
そ
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
は
ず
が
な
い
と
思

い
な
が
ら
、
感
染
症
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流

行
）
の
話
を
伺
っ
た
の
は
２
０
０
８
年
11
月
の
こ
と

で
し
た
。
講
演
会
の
講
師
は
、
こ
の
と
こ
ろ
テ
レ
ビ

で
お
な
じ
み
の
岡
田
晴
恵
博
士
（
当
時
・
国
立
感
染

症
研
究
所
研
究
員
）
で
し
た
。
そ
の
頃
、
猛
威
を
振

い
始
め
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
近
い
将

来
に
変
異
し
て
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感
染
が
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
陥
れ
る
と
の
警
告
で
し
た
。
社
会
機
能

の
維
持
と
企
業
活
動
の
存
続
の
た
め
の
事
前
対
応
を

急
が
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
の
講
師
の
切
迫
感
と
、
必

ず
や
っ
て
来
る
オ
オ
カ
ミ
へ
の
危
機
感
は
、
残
念
な

が
ら
私
を
含
め
当
時
の
受
講
者
に
は
共
有
さ
れ
な

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

10
年
を
経
た
今
、
鶏
や
豚
の
大
量
の
殺
処
分
を
何

度
悲
し
く
目
撃
し
て
も
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
怖
さ
は
想
像
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
厚
生

労
働
省
が
定
め
た
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
政
府

行
動
計
画
」
は
、
89
頁
に
及
ぶ
膨
大
詳
細
な
マ
ニ
ュ

ア
ル
で
す
。
今
、
こ
れ
に
沿
っ
て
関
係
組
織
が
日
夜

奮
闘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

計
画
書
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
伝
播
力
が
強
ま
る
第
二

波
へ
の
感
染
対
応
が
最
も
重
要
で
あ
る
、
と
警
告
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
明
ら
か
に
な
っ
た
日
本
の

強
み
と
弱
み
、
生
活
の
仕
組
み
見
直
し
の
糧
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
大
臣
方
の
不
揃
い
の
マ
ス
ク
と

事
態
を
仕
切
る
経
済
再
生
相
。
こ
の
二
つ
、
良
し
悪

↓アウトライン

世界遺産PJ（プロジェクト）
めげずにやり抜く

Intangible Cultural Heritage
無形文化遺産

水石文化の世界遺産登録署名実績表（半年毎のグラフ）
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2017 年、埼玉アリーナで開催された「世界盆栽大会」会場で署名活動をする立畑編集長

し
ば
ら
く
先
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ま
で
は
「
親

派
」
か
ら
の
こ
う
し
た
支
援
が
必
要
で
し
ょ
う
が
、

こ
れ
と
て
一
時
的
な
カ
ン
フ
ル
剤
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

愛
石
社
の
安
定
経
営
の
た
め
に
は
、
月
刊
『
愛
石
』

の
購
読
者
数
の
確
保
と
拡
販
が
不
可
欠
な
の
で
す
。

現
在
の
購
読
者
お
一
人
が
、
も
う
お
一
人
を
紹
介
す

る
形
で
の
協
力
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
協
力
者
へ

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
愛
石
社
が
提
供
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
。「
購
読
者
倍
増
計
画
」、
こ
の
世
界
の
活
性

化
に
繋
が
り
ま
す
。

定
額
給
付
金
の
使
い
道

　

全
日
本
愛
石
協
会
の
定
款
と
会
則
は
「
月
刊
愛
石

を
協
会
の
機
関
誌
と
位
置
づ
け
、
そ
の
普
及
を
支
援

す
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
愛
石
文
化
振
興
の
た
め

の
事
業
活
動
で
す
。

　

私
は
、
５
年
前
に
、「
世
界
遺
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
」
の
た
め
に
と
協
会
を
頼
り
ま
し
た
。
開
始
し

た
署
名
活
動
に
は
各
地
愛
石
団
体
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
今
日
ま
で
に
２
万
８
９
１
３
人
の
賛
同
を
得

ま
し
た
が
、
愛
石
社
の
支
援
な
し
で
は
達
成
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
。「
愛
石
親
派
」
の
一
人
と
し
て
私

な
り
の
「
支
援
返
し
」
に
、
ま
だ
見
ぬ
定
額
給
付
金

（
10
万
円
）
を
充
て
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

署
名
目
標
10
万
人
の
進
捗
実
績
と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
て
、
署
名
１
人
に
つ
き
１
円
を
活
動
協
力
金
と
し

て
愛
石
社
へ
支
払
う
こ
と
と
し
ま
す
。
５
月
末
ま
で

の
累
計
署
名
人
数
分
２
万
８
９
１
３
円
は
政
府
か
ら

入
金
次
第
、
10
万
人
ま
で
の
、
残
る
７
万
１
０
８
７

円
は
、
署
名
人
数
に
応
じ
て
毎
月
の
支
払
い
と
し
ま

す
。
早
期
の
満
願
成
就
を
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
さ

て
何
年
か
か
る
こ
と
や
ら
。

　
「
こ
の
指
と
～
ま
れ
」、
協
会
理
事
と
全
国
の
親
派

有
志
が
こ
の
ス
キ
ー
ム
に
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
有
難

い
こ
と
で
す
。
参
加
者
５
人
な
ら
５
円
。
10
万
人
達

成
時
に
は
50
万
円
の
支
援
返
し
が
実
現
で
き
ま
す
。

目
標
へ
の
道
の
り
を
毎
月
確
認
す
る
楽
し
み
で
す
。

　

署
名
活
動
の
再
開
促
進
も
、
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
毎
月
の
ご
連
絡
は
、
私
、
ま
た
は
愛
石
社

へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
月
の
月
報
、
少
し
力
が
入
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
不
悪
。

水石文化の世界遺産登録署名を訴えるポスター
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（一社）全日本愛石協会副理事長
（一社）日本水石協会理事
愛石クラブとよた会長
千歳愛石同好会顧問

西山 巍

日本遺産が
おもしろい

な
「
物
語
」
を
「
日
本
遺
産
」
と
し
て
認
定
し
、
国

内
外
へ
発
信
し
て
地
域
の
活
性
化
を
図
る
も
の
』
と

説
明
し
て
い
ま
す
。
５
年
間
時
限
の
こ
の
事
業
は

今
年
で
終
了
、
全
国
で
１
０
４
件
が
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
各
県
・
市
町
村
が
申
請
し
た
「
物
語
」（
文

化
庁
は
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
称
し
て
い
ま
す
）
は
、

「
文
化
の
観
光
案
内
」
と
し
て
出
色
で
す
。
文
化
財

を
守
る
目
的
の
「
世
界
遺
産
」
が
商
業
利
用
を
嫌
う

の
に
対
し
、
地
方
の
活
性
化
を
前
面
に
打
ち
出
し
た

「
日
本
遺
産
」
に
分
か
り
や
す
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
「
か
か
あ
天
下
・
ぐ
ん
ま
の
絹
物
語
」「
石
か
ら
読

み
解
く
中
世
・
近
世
の
ま
ち
づ
く
り
越
前
・
福
井
」

「
鬼
が
仏
に
な
っ
た
里
・
く
に
さ
き
」
等
々
、
物
語

の
タ
イ
ト
ル
も
興
味
を
そ
そ
り
ま
す
。
福
井
の
物
語

に
は
、
笏

し
ゃ
く

谷だ
に

石い
し

、
九く

ず頭
竜り

ゅ
う

川が
わ
い
し石

が
登
場
し
ま
す
。

皆
様
方
の
地
元
の
日
本
遺
産
を
訪
ね
る
の
も
一
興
で

す
。

　

三
重
県
の
「
海
女
に
出
逢
え
る
ま
ち
鳥
羽
・
志

摩
」
は
昨
年
認
定
さ
れ
た
日
本
遺
産
で
す
。
十
年
余

以
前
か
ら
韓
国
の
済
州
島
と
共
同
で
ユ
ネ
ス
コ
の
無

形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
を
目
指
し
て
い
た
案
件
で

す
。
し
か
し
２
０
１
６
年
に
、
韓
国
単
独
の
「
済
州

海
女
文
化
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
国
内
で
の
文
化
財
指
定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が

合
わ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
、
日
韓
の
連
携
が
で
き
ず

残
念
で
す
が
、
海
女
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
本
遺
産
の

「
海
女
文
化
」
を
誇
り
高
く
伝
承
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
各
地
に
石
と
盆
栽
の
「
物
語
」
は
数
多
く
存

在
し
て
い
る
で
し
ょ
う
が
、
水
石
・
盆
栽
文
化
は
地

域
性
の
な
い
「
日
本
文
化
」
で
す
。
世
界
遺
産
（
無

形
文
化
遺
産
）
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

↓アウトライン

世界遺産PJ（プロジェクト）
めげずにやり抜く

Intangible Cultural Heritage
無形文化遺産

「日本遺産」平泉寺白山神社参道（福井県）

ま
す
。　
　
　

　

日
本
が
観
光
立
国
の
取
り
組
み
を
始
め
た
の
は

２
０
０
３
年
、「
ビ
ジ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
か
ら
で
す
。
そ
の
後
２
０
０
８
年
に
観
光
庁

が
新
設
さ
れ
て
本
格
化
し
た
活
動
が
、
２
０
１
３

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定
で
加
速
さ
れ

ま
し
た
。
訪
日
外
国
人
数
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
は

数
年
ご
と
に
倍
増
す
る
勢
い
で
推
移
し
、
昨
年
は

３
千
２
百
万
人
に
迫
り
、
今
年
は
４
千
万
人
を
目
標

と
し
て
い
た
の
で
す
。
景
観
保
全
や
入
国
ビ
ザ
緩
和

等
、
長
年
に
わ
た
る
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
奏
功
し
た
こ
と
は
確
か
で
し
ょ
う
。
観
光
は

文
化
探
し
で
す
。
遠
い
国
で
異
文
化
を
体
感
す
る
刺

激
、
近
隣
で
類
似
習
慣
を
確
認
す
る
面
白
さ
、
こ
ん

な
組
み
合
わ
せ
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
起
こ
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
中
で
、
２
０
１
５
年
か
ら
文
化
庁
が
始

め
た
「
日
本
遺
産
」
事
業
は
興
味
深
い
も
の
で
す
。

『
各
地
の
有
形
無
形
の
文
化
財
を
核
と
し
た
歴
史
的

訪日外国人の推移

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
て
い

た
は
ず
の
こ
の
時
期
、
日
本
各
地
は

外
国
人
旅
行
者
で
溢
れ
て
い
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
年
初
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍

が
状
況
を
一
変
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
関
係
者
の
嘆
息
が
聞
こ
え
て
き
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フランスの助っ人
「つながり」「複属」「包摂」

に
は
、
折
り
紙
制
作
も
玄
人
は
だ
し
の
腕
前
、
昔
で

い
う
「
変
な
外
人
」
と
思
い
き
や
、
筋
金
入
り
の
日

本
文
化
の
伝
道
師
だ
っ
た
の
で
す
。
早
速
横
断
幕
を

作
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
世
界
遺
産
署
名
活
動
の
準

備
も
始
め
て
く
れ
ま
し
た
。
異
国
の
助
っ
人
と
の

「
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
知
る
べ
く
総
務
省
の
情
報
通
信
白
書
に

ア
ク
セ
ス
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り

ま
し
た
。

　
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
か
ら
20
年
以
上
を
経
て
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
が

多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ

り
「
つ
な
が
り
」
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
多
様
な

社
会
活
動
、
多
様
な
働
き
方
の
た
め
の
複
数
の
組
織

に
少
し
ず
つ
所
属
す
る
「
複
属
」
が
可
能
と
な
る
こ

と
に
よ
り
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
包ほ

う

摂せ
つ

）
に
貢
献

す
る
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
』。
カ
タ
カ
ナ
も

漢
字
も
理
解
困
難
で
す
が
、「
複
属
」
の
選
択
肢
に

愛
石
団
体
を
加
え
、「
包
摂
」
を
高
齢
者
と
読
み
替

え
れ
ば
い
か
が
で
し
ょ
う
。
平
均
年
齢
70
歳
、
斜
陽

で
脆
弱
な
日
本
の
水
石
界
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

↓アウトライン

世界遺産PJ（プロジェクト）
めげずにやり抜く

Intangible Cultural Heritage
無形文化遺産

（上）モナコ盆栽倶楽部の皆さんと
　右から２人目がアムドーニさん
（中）アルプスにて探石
（下）ジュランス川石（アムドーニさん自採）

　
「
画
面
を
見
る
時
間
が
先
週
よ
り
20
％
増
え
ま
し

た
」

　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
始
め
て
３
年
。
そ
の
閲
覧
、

投
稿
、
返
信
に
時
間
を
費
や
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、時
々
こ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
がiPad

に
現
れ
ま

す
。
写
真
で
見
る
情
報
は
見
飽
き
ま
せ
ん
。
私
の
場

合
は
「
石
」
中
心
の
発
信
で
す
が
、
未
知
の
相
手
と

の
デ
ジ
タ
ル
な
接
触
と
、
知
人
と
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
な

や
り
と
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
大
き
く
な
っ
て
い

く
外
界
と
の
「
つ
な
が
り
」
が
新
鮮
で
刺
激
的
で
す
。

　

そ
ん
な
交
信
の
中
、「
世
界
遺
産
ｐ
Ｊ
」
に
関
心

を
示
し
た
1
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
愛
石
ク
ラ
ブ
と
よ

た
へ
の
入
会
を
希
望
し
て
き
ま
し
た
。
43
歳
、
マ
ル

セ
ー
ユ
在
住
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
ア
ム
ド
ー
ニ
氏
で

す
。
２
０
１
０
年
か
ら
盆
栽
を
学
び
、
２
０
１
４
年

に
は
岡
崎
市
の
盆
栽
大
樹
園
に
短
期

の
弟
子
入
り
し
た
人
物
で
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
水
盤
作
家
と
し
て
著
名

で
す
が
、
最
近
は
石
へ
の
興
味
が
強

ま
り
、
南
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
で

愛
石
家
と
し
て
活
躍
中
で
す
。
さ
ら

ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
更
な
る
情
報
交
換
で

活
性
化
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

F
acebook

・T
w
itter

・Instagram

・

Line

の
利
用
者
は
世
界
で
40
億
人
（
重
複

含
む
）、
こ
の
大
市
場
に
対
峙
す
る
と
き
私

の
闘
志
は
燃
え
ま
す
が
、
も
は
や
攻
撃
力
不

足
、
若
い
世
代
の
愛
石
家
に
「
助
っ
人
」
を

求
め
る
の
み
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
収
束
が
待
た
れ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
ど
ん
な
カ
タ
カ
ナ
語
が
出
る
の
で
し
ょ
う

か
。
日
本
語
の
「
三
密
」
が
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
英
訳

さ
れ
た
由
。
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我が町からも無形文化遺産が

凝
ら
し
、
笛
太
鼓
な
ど
に
合
わ
せ
て
踊
る
伝
統
民
族

芸
能
」
で
、
全
国
各
地
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
37

件
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
の
住
ん
で
い
る
愛
知

県
豊
田
市
の
山
里
に
伝
わ
る
「
綾あ

や

渡ど

の
夜
念
仏
と
盆

踊
」
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
心
躍
る
思
い

を
し
て
い
ま
す
。
綾
渡
町
は
人
口
わ
ず
か
90
人
の
限

界
集
落
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
過
疎
の
村
で
す
。
町
内

の
平
勝
寺
で
行
わ
れ
る
念
仏
行
事
と
盆
踊
り
を
体
験

し
よ
う
と
待
ち
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
で
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
37
件
の
一
つ
、
岐
阜
県
の
「
郡
上
踊
」
は

例
年
30
万
人
が
訪
れ
る
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、

当
地
の
数
十
人
で
営
ま
れ
る
静
か
な
「
夜
念
仏
」
に

は
ク
ー
ル
な
日
本
を
感
じ
ま
す
。
来
年
は
、
我
が
町

の
「
世
界
遺
産
」
を
体
感
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
無
形
文
化
遺
産

の
申
請
は
２
年
に
１
件
で
す
。
次
の
次
は

２
０
２
４
、２
６
、２
８
年
へ
と
続
き
ま
す
。
我
ら
の

「
水
石
盆
栽
・
無
形
文
化
遺
産
」
の
実
現
に
向
け
て
関

係
先
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
連
載
の
タ
イ
ト
ル
「
め
げ
ず

に
や
り
抜
く
」
か
ら
は
孤
独
感
が
漂
い
ま
す
。
皆
様

か
ら
の
支
援
を
期
待
し
ま
す
。

↓アウトライン

世界遺産PJ（プロジェクト）
めげずにやり抜く

Intangible Cultural Heritage
無形文化遺産

注
意
を
怠
ら
ず
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
日
常
」
が
乱
さ
れ
て
か
ら
早
や
半
年
が
過
ぎ
ま

す
。
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
事
業
に
も
支
障
が
出
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

本
年
６
月
に
中
国
で
開
催
予
定
だ
っ
た
世
界
遺
産

委
員
会
が
延
期
さ
れ
、
そ
の
後
の
日
程
も
未
定
の
ま

ま
で
す
。
今
年
は
「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
北

部
、西
表
島
」が
提
案
さ
れ
て
世
界
遺
産
登
録
が
実
現

す
る
運
び
で
し
た
。
来
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
「
北

海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
の
審
議
に
も
影
響

が
出
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
無
形
文
化
遺
産
委
員
会
は
11
月
に
ジ
ャ
マ

イ
カ
で
開
催
さ
れ
、日
本
の
「
伝
統
建
築
工
匠
の
技
・

木
造
建
築
物
を
受
け
継
ぐ
た
め
の
伝
統
技
術
」
が
審

議
さ
れ
る
予
定
で
す
。
茅
葺
、
瓦
葺
、
左
官
、
建
具

ほ
か
、
計
17
件
の
「
選
定
保
存
技
術
」
が
そ
の
対
象

で
す
。
こ
の
次
の
２
０
２
２
年
に
登
録
を
目
指
す
の

は
「
風
流
踊
」
で
す
。「
衣
装
や
持
ち
物
に
趣
向
を

綾渡の夜念仏

平勝寺

UNESCO 遺産事業
登録件数（2019 年）

世界　　　　　日本

①世界遺産 1121 23

②無形文化遺産 463 21

③世界の記憶 427 7

文化遺産

自然遺産

複合遺産

869

213

39

19

4

ー

日本の無形文化遺産：21 件の内訳

重要無形文化財（能・歌舞伎・和紙ほか）

重要無形民俗文化財（神楽・田楽・山鉾ほか）

文化審議会決定（和食）

8

12

1

　
「
新
し
い
日
常
」「W

ith

コ
ロ
ナ
」、
新
語
が
飛
び
出

し
ま
す
。
衰
え
な
い
コ
ロ
ナ

禍
の
も
と
、
こ
れ
ら
の
言
葉

は
優
し
気
で
防
御
的
、
先
走

り
感
と
諦
め
感
も
交
錯
し
ま

す
。
す
ぐ
隣
の
見
え
な
い
相

手
に
対
し
て
は
、
も
っ
と
攻

撃
的
な
言
葉
が
な
い
も
の
か

と
思
っ
て
い
た
矢
先
に
、「
Ｇ

ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
」
は
「
命

令
形
」
だ
ね
と
い
う
知
人
か

ら
の
コ
メ
ン
ト
。
い
や
は
や

コ
ロ
ナ
に
右
往
左
往
す
る
毎

日
で
す
が
、石
友
の
皆
さ
ん
、
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白
内
障
・
一
石
二
鳥
の
探
石
行

取
材
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
１
９
９
５
年
10
月
で
す
。

　

そ
の
４
か
月
後
に
彼
が
急
逝
し
、
絶
筆
と
な
っ
た

著
書
『
街
道
を
ゆ
く
・
43
巻
・
濃
尾
参
州
記
』
に
は
、

こ
の
病
院
と
白
内
障
に
関
す
る
興
味
深
い
記
述
が
あ

り
ま
す
。古
く
江
戸
時
代
の
治
療
や
、晴
眼
を
取
り
戻

し
た
曽
野
綾
子
氏
、
さ
ら
に
は
壺
坂
霊
験
記
の
「
お

里
・
沢
市
」
の
登
場
な
ど
が
専
門
医
と
の
対
話
で
展

開
さ
れ
ま
す
。
信
心
と
夫
婦
愛
が
奇
蹟
を
起
こ
す
浄

瑠
璃
の
主
人
公
・
座
頭
「
沢
市
」
は
、
谷
に
身
を
投

げ
た
衝
撃
で
白
内
障
の
濁
り
が
落
ち
、
視
力
を
取
り

戻
し
た
の
で
は
と
の
推
察
、「
霊
験
」
を
医
学
で
検
証

す
る
下
り
に
得
心
し
た
も
の
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
曽
野
綾
子
氏
が
40
年
前
に
見
た
術
中

の
景
色
は
「
天
の
川
」
で
し
た
。（
著
書
『
贈
ら
れ
た

眼
の
記
録
』）

　

信
仰
心
の
薄
い
私
が
「
人
並
み
」
に
西
国
三
十
三

所
を
巡
り
始
め
、
こ
の
壷
阪
寺
（
南
法
華
寺
）
を
訪

れ
た
の
は
１
９
９
３
年
の
こ
と
で
し
た
。
道
半
ば
、

21
寺
で
頓
挫
し
ま
し
た
が
、
昨
年
「
１
３
０
０
年
つ

づ
く
日
本
の
終
活
の
旅
・
西
国
三
十
三
所
観
音
巡
礼

の
旅
」
が
日
本
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
の
を
機
に
、
残

る
12
寺
を
目
指
す
気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
心

の
終
活
で
す
。

　

改
め
て
地
図
を
見
ま
し
た
。
何
の
こ
と
は
な
い
、

札
所
は
す
べ
て
探
石
ス
ポ
ッ
ト
と
重
な
り
ま
す
。「
一

石
二
鳥
」、
霊
験
あ
ら
た
か
な
観
音
様
に
「
一
生
一

石
」
の
願
を
掛
け
な
が
ら
の
探
石
行
に
期
待
が
膨
ら

み
ま
す
。

　
「
魔
訶
般
若
波
羅
密
多
…
」、
コ
ロ
ナ
収
束
、
世
界

遺
産
ｐ
Ｊ
成
就
、
ボ
ケ
防
止
、
そ
れ
に
し
て
も
願
い

事
が
多
す
ぎ
ま
す
。

↓アウトライン

世界遺産PJ（プロジェクト）
めげずにやり抜く

Intangible Cultural Heritage
無形文化遺産

の
で
、「
信
号
機
の
青
色
が
見
え
に
く
い
の
で
す
が
」

と
、町
の
眼
科
医
院
を
訪
ね
た
の
が
２
年
前
で
し
た
。

　
「
赤
が
見
え
れ
ば
大
丈
夫
」
と
、
冗
談
交
じ
り
の

診
断
の
後
、
点
眼
を
続
け
ま
し
た
が
、
運
転
免
許
証

更
新
に
間
に
合
わ
せ
る
べ
く
、
今
年
５
月
に
４
日
間

の
入
院
で
左
右
両
眼
の
手
術
を
受
け
ま
し
た
。
知
人

か
ら
体
験
話
を
聞
い
て
は
い
ま
し
た
が
、
緊
張
し
な

が
ら
術
中
に
「
見
た
」
の
が
万
華
鏡
で
し
た
。
診
断

書
の
手
術
名
「
水
晶
体
再
建
術
」（
超
音
波
水
晶
体

乳
化
吸
引
術
＋
眼
内
レ
ン
ズ
挿
入
術
）
は
１
９
７
０

年
に
日
本
で
開
発
さ
れ
た
術
式
で
、
今
、
国
内
で
は

年
間
１
４
０
万
件
の
手
術
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
。
白
内
障
は
社
会
的
失
明
（
矯
正
視
力
が
0.1
以

下
）の
病
因
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
す
。
赤
・

青
・
黄
色
、
信
号
機
を
見
る
に
つ
け
人
工
レ
ン
ズ
の

有
難
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
今
回
入
院
し
た
藤
田
医
科
大
学
病
院
（
旧
・

藤
田
保
健
衛
生
大
学
病
院
）
に
は
司
馬
遼
太
郎
氏
が

壺阪寺御朱印

司馬遼太郎著・街道をゆく 43 巻『濃尾参州記』

　

ず
ぶ
濡
れ
で
「
万
華
鏡
」
の
中
に
い
る
よ
う
で
し

た
。
白
内
障
の
手
術
中
に
私
が
「
見
た
」
光
景
で
す
。

加
齢
に
よ
る
「
人
並
み
」
の
症
状
で
し
ょ
う
、
視
力

が
低
下
し
、
眩
し
さ
の
感
じ
方
が
違
っ
て
き
ま
し
た



30
〈ご意見・お問い合わせ等のメール〉b_s_sekaiisan@yahoo.co.jp　〈署名実績〉32,546 人（2020年 10月末日現在）
UNESCOの遺産保護プロジェクトには３つの活動があります。①世界遺産、②無形文化遺産、③世界の記憶。水石盆栽文化は②への登録を目指しています。

（一社）全日本愛石協会副理事長
（一社）日本水石協会理事
愛石クラブとよた会長
千歳愛石同好会顧問
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西山 巍

無形文化財・無形文化遺産・
国際化

り
で
す
。「
和
食
」
は
例
外
で
す
。
基
本
的
に
は
、

厳
し
い
選
定
過
程
を
経
て
指
定
さ
れ
た
無
形
文
化
財

で
あ
る
こ
と
が
、
ユ
ネ
ス
コ
へ
申
請
す
る
た
め
の
適

格
要
件
で
あ
っ
た
の
で
す
。
今
回
の
法
改
正
が
伝
統

文
化
の
保
護
を
制
度
的
に
拡
大
す
る
主
旨
で
あ
る
で

し
ょ
う
か
ら
、
我
ら
の
「
水
石
盆
栽
文
化
」
の
世
界

遺
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
朗
報
で
す
。
霧
に
か
す
ん

で
い
た
道
標
（
丁
石
）
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
水
石

界
、
盆
栽
界
の
推
進
体
制
強
化
へ
の
準
備
が
必
要
で

す
。
楽
し
み
で
す
。

　

も
う
一
つ
朗
報
で
す
。
世
界
遺
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
賛
同
者
が
国
外
で
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。「
愛
石

ク
ラ
ブ
と
よ
た
」
の
外
国
人
会
員Sam

i A
m

douni

氏
（
43
歳
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
南
部
マ
ル
セ
ー
ユ
在
住

の
水
石
盆
栽
愛
好
家
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
役

に
手
を
上
げ
、
現
役
の
仕
事
の
か
た
わ
ら
、
休
日
は

各
地
に
出
向
き
ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

10
月
に
は
フ
ラ
ン
ス
愛
石
協
会
（A

FA
S

）、イ
タ
リ

ア
愛
石
協
会
（A

IA
S

）
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
水
石
協
会

（ESA

）
か
ら
、
世
界
遺
産
ｐ
Ｊ
へ
協
力
す
る
旨
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
で
に
１
３
０

人
の
署
名
も
届
き
ま
し
た
。
愛
石
ク
ラ
ブ
と
よ
た
の

「
フ
ラ
ン
ス
支
部
」
が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

欧
州
に
続
き
米
国
と
ア
ジ
ア
か
ら
支
援
を
得
て
、

国
外
か
ら
も
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
道
標（m

ile stone

）を

辿
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
望
外
で
す
。
１
丁
と
１
マ
イ

ル
、
道
標
の
「
石
」
を
辿
る
楽
し
み
が
増
え
ま
す
。

「
外
国
支
部
長
」
募
集
！

　

コ
ロ
ナ
禍
で
す
べ
て
が
停
滞
し
た
２
０
２
０
年
で

し
た
。
長
引
き
そ
う
な
こ
の
ウ
イ
ル
ス
、
慎
重
に
果

敢
に
２
０
２
１
年
の
活
動
を
進
め
た
い
も
の
で
す
。

↓アウトライン

世界遺産PJ（プロジェクト）
めげずにやり抜く

Intangible Cultural Heritage
無形文化遺産

　

無
形
文
化
財
に
関
す
る
文
化
財
保
護
法
の
改
正
内

容
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
（
２
０
２
０
・
10
・
19
／
共

同
）。

　

現
在
の
国
指
定
の
「
重
要
無
形
文
化
財
」
と
「
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
」
の
ほ
か
に
、「
登
録
無
形
文
化

財
」
と
し
て
「
無
形
文
化
財
」
と
「
無
形
民
俗
文
化

財
」
を
新
設
し
、
幅
広
く
文
化
の
保
護
と
継
承
を
支

援
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
間
違
い
探
し
か
謎
解
き

の
よ
う
な
用
語
、
お
分
か
り
に
な
る
人
！　

　

要
は
、
国
が
「
指
定
」
す
る
重
要
な
無
形
文
化
財

だ
け
で
な
く
、
当
事
者
が
保
存
を
必
要
と
判
断
す
る

消
滅
危
機
に
あ
る
無
形
文
化
の
「
登
録
」
制
度
が
導

入
さ
れ
る
も
の
と
理
解
し
ま
す
。
手
続
き
の
詳
細
は

不
明
で
す
が
、来
年
度
の
法
案
成
立
が
待
た
れ
ま
す
。

　

実
は
、
ユ
ネ
ス
コ
に
登
録
さ
れ
て
い
る
日
本
の
無

形
文
化
遺
産
21
件
の
う
ち
、
20
件
は
「
重
要
無
形
文

化
財
」
と
「
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
」
か
ら
の
横
滑

国際的になってきた世界遺産 PJ の協力者の皆さん
（右上）イタリア（Andora）
（右下）アメリカ（Atlanta）
（左）モナコ（Monaco）
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西山 巍

「限界」に挑戦会
長
の
呼
び
掛
け
に
応
じ
た
３
人
が
入
会
し
、
消
滅
を
免
れ
は
し

ま
し
た
が
、
私
を
含
む
会
員
４
人
全
員
が
高
齢
者
、
正
真
正
銘
の

限
界
団
体
で
す
。
そ
ん
な
中
、
先
日
、
中
山
会
長
か
ら
石
が
届
き

ま
し
た
。
シ
ュ
ー
パ
ロ
湖
上
流
の
夕
張
川
支
流
で
採
取
し
た
珍
し

い
よ
も
ぎ
系
の
２
石
で
す
。
１
石
は
会
員
に
届
け
て
残
る
１
石
を

手
元
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

シ
ュ
ー
パ
ロ
湖
に
は
、
産
業
の
「
限
界
」
で
消
滅
し
た
大
夕
張

の
町
が
水
没
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
炭
鉱
の
賑
わ
い
を
想
像
し

な
が
ら
こ
の
石
を
眺
め
る
時
、
千
歳
愛
石
同
好
会
を
水
没
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。

　

因
み
に
、
愛
石
ク
ラ
ブ
と
よ
た
は
、
会
員
数
33
人
中
75
歳
以
上

が
12
人
（「
限
界
比
率
」
36
％
）
で
す
。

　

２
０
２
１
年
は
、「
や
る
気
の
限
界
」
に
挑
戦
だ
！

↓アウトライン

世界遺産PJ（プロジェクト）
めげずにやり抜く

Intangible Cultural Heritage
無形文化遺産

　

自
動
車
運
転
免
許
証
の
更
新
を
済
ま
せ
ま
し
た
。
５
カ
月
も
前

に
始
ま
っ
た
手
続
き
、
日
時
指
定
の
認
知
機
能
検
査
、
予
約
が
込

み
合
う
高
齢
者
講
習
、
そ
の
都
度
、
講
師
の
上
か
ら
目
線
と
諭
し

口
調
に
辛
抱
し
な
が
ら
、
よ
う
や
く
警
察
署
で
の
最
終
手
続
き
で

す
。
平
時
と
違
う
コ
ロ
ナ
禍
、す
べ
て
に
長
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

　

と
か
く
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
危
険
視
さ
れ
る
世
の
中
で
す
が
、

交
通
事
故
に
関
し
て
「
世
間
一
般
で
は
高
齢
運
転
者
に
よ
る
事
故

が
増
加
し
て
い
る
印
象
が
あ
る
が
、
実
際
の
統
計
で
は
事
故
件
数

は
若
干
の
増
加
に
と
ど
ま
り
、
免
許
保
有
者
数
で
揃
え
れ
ば
む
し

ろ
減
少
し
て
い
る
」
と
、
損
害
保
険
料
率
算
定
機
構
が
デ
ー
タ
と

と
も
に
報
告
し
て
い
ま
す
。や
は
り
そ
う
な
の
だ
と
変
に
納
得
し
、

高
齢
者
へ
の
丁
寧
す
ぎ
る
免
許
更
新
手
続
き
に
不
満
を
覚
え
た
も

の
で
す
。

　

と
は
言
え
、
体
力
と
注
意
力
の
衰
え
は
自
明
、
安
全
運

転
を
心
に
聞
か
せ
て
免
許
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
や
れ

や
れ
。

　

高
齢
社
会
を
象
徴
す
る
に
「
限
界
集
落
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。「
人
口
の
過
半
が
65
歳
以
上
の
農
山
村
集

落
は
日
常
生
活
を
維
持
す
る
限
界
に
あ
り
、
過
疎
が
加
速

し
て
消
滅
す
る
」
と
い
う
30
年
前
に
提
唱
さ
れ
た
学
説
で

す
。

　

水
石
界
へ
の
警
鐘
の
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
石
の

世
界
で
の
65
歳
は
ま
だ
「
壮
年
」、さ
ら
に
10
年
ほ
ど
の
年

を
重
ね
て
よ
う
や
く
高
齢
愛
石
家
と
映
る
も
の
で
す
。
し

か
し
い
か
に
元
気
な
集
団
で
あ
ろ
う
と
も
、
世
に
言
う
後

期
高
齢
者
会
員
が
過
半
を
占
め
る
団
体
は
「
限
界
団
体
」

で
あ
る
と
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
ま
全
国
に

は
愛
石
団
体
が
２
９
０
、
こ
の
５
年
間
で
70
団
体
が
「
消

滅
」
し
て
い
ま
す
。
無
く
な
っ
た
ら
趣
味
も
文
化
も
語
れ

ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
文
化
は
「
仕
組
み
」
で
す
。
仕
組
み

を
維
持
す
る
組
織
存
続
の
備
え
、
お
さ
お
さ
怠
り
な
く
。

　

10
年
前
に
三
十
余
人
の
会
員
を
擁
し
た
千
歳
愛
石
同
好

会
が
活
動
不
能
に
陥
っ
た
の
は
一
昨
年
で
す
。
中
山
源
七

夕張川石（千歳愛石会・中山源七会長採取）　21 × 18 × 8（左）

愛石クラブとよた、矢作川探石会
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西山 巍  Nishiyama Takashi

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

の
支
援

遺
産
Ｐ
Ｊ
へ
の
支
援
を
呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
欧
州

の
主
要
団
体
（
下
表
）
が
快
く
呼
応
し
、
署
名
活
動
が
緒
に
就

き
ま
し
た
。
昨
年
の
海
外
署
名
１
５
０
人
は
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ

リ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
貴
重
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
各
会

に
は
コ
ロ
ナ
後
の
積
極
展
開
を
約
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
数
カ
月
の
私
の
日
課
は
、
欧
州
と
の
メ
ー
ル
交
信
で

始
ま
り
ま
す
。
愛
石
ク
ラ
ブ
と
よ
た
会
員
「
フ
ラ
ン
ス
支
部

代
表
」
のA

m
douni

氏
は
宵
っ
張
り
で
す
。
就
寝
前
に
送
っ

た
私
宛
の
メ
ー
ル
は
日
本
の
早
朝
で
す
。
日
仏
の
時
差
は
８

時
間
、
先
方
の
翌
朝
ま
で
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
画
像
を
返
信
す

る
こ
と
が
私
の
仕
事
と
な
り
ま
し
た
。
打
算
的
で
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
３
年
前
に
始
め
たI

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

nstagram

は
、
Ｐ
Ｊ

の
こ
う
し
た
展
開
を
期
待
し
て
の
も
の
で
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

「
#
石
」
が
瞬
時
に
世
界
の
石
友
を
繋
ぎ
ま
す
。
こ
の
際
で
す
、

F

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

acebook

も
開
始
し
、
さ
ら
な
る
拡
散
を
目
論
み
ま
し
た
。

　

維
新
前
年
に
開
催
さ
れ
た
パ
リ
万
博
を
機
に
、
日
欧
の
文
化

交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昔J

ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム

aponism

、
今C

ク
ー
ル

ool J

ジ
ャ
パ
ン

apan

を

代
表
す
る
我
ら
が
水
石
盆
栽
文
化
で
す
。
各
国
の
支
援
を
得
て

ユ
ネ
ス
コ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

↓アウトライン

世界遺産PJ（プロジェクト）
めげずにやり抜く

Intangible Cultural Heritage
無形文化遺産

　

コ
ロ
ナ
禍
で
水
石
活
動
が
停
滞
し
て
い
ま
す
。
本
年
２
月
に

愛
知
県
豊
田
市
で
開
催
予
定
で
あ
っ
た
「
第
３
回
小
さ
い
石
の

展
示
会
」
も
準
備
途
中
で
延
期
を
決
め
ま
し
た
。
毎
年
全
国
で

は
２
０
０
回
を
超
え
る
石
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
昨
年
は
ど

れ
ほ
ど
に
縮
小
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
高
齢
者
が
多
い
水
石

界
、
老
人
が
重
篤
化
す
る
と
い
う
こ
の
病
気
、
し
ば
ら
く
は
自

　

1
年
の
区
切
り
で
２
０
２
０
年
の
世
界
遺
産
Ｐ
Ｊ

を
振
り
返
り
ま
し
た
。
い
ま
ひ
と
つ
盛
り
上
が
ら
せ

る
こ
と
が
出
来
ず
、
私
の
力
不
足
を
お
詫
び
し
ま

す
。
し
か
し
署
名
活
動
は
皆
様
の
ご
協
力
で
着
実
に

推
移
し
３
２
、５
６
６
人
に
達
し
ま
し
た
。
日
本
盆

栽
協
会
各
支
部
か
ら
の
多
数
と
、
水
石
界
か
ら
は
国

内
に
加
え
、
初
め
て
海
外
か
ら
も
署
名
が
届
き
ま
し

た
。
賛
同
者
の
広
が
り
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。（
上

表
）

　

欧
州
も
コ
ロ
ナ
で
す
。
互
い
の
交
流
が
滞
る
な

か
、
フ
ラ
ン
ス
愛
石
協
会
の
会
長Chantry

氏
と

会
員A

m
douni

氏
か
ら
水
石
、
盆
栽
団
体
に
世
界

（上）署名実績推移　（下）ヨーロッパの協賛団体

世界遺産ＰＪ協賛団体

〈チェコ〉　　ESA     ヨーロッパ水石協会

〈フランス〉　AFAS　フランス愛石協会

〈イタリア〉　AIAS　 イタリア愛石協会

〈フランス〉　FFB　　フランス盆栽連盟

European Suiseki Association

French Amateurs Suiseki Association

Association Italian Amateurs Suiseki

French Bonsai Federation

（会長）　　Mr. Igor Barta

（会長）　　Mr. Pierre Chantry

（会長）　　Ms. Luciana Queirolo

（会長）　　Mr. Philippe Massard

（※Amateurs Suiseki＝「愛石」と訳した）

粛
し
コ
ロ
ナ
後
に
備
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
が
２
度
の
肺
炎
で
体

験
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
「
向
こ

う
」
に
続
く
暗
い
回
廊
で

す
。「
こ
ち
ら
」
へ
連
れ

戻
さ
れ
た
喜
び
は
忘
れ
ま

せ
ん
。
医
療
ひ
っ
迫
の
な

か
、
関
係
者
へ
は
３
度
目

の
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
と
慎
重
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
毎
日

で
す
。
命
は
物
種
。

イタリア愛石協会（AIAS）の石友
左：Queirolo 会長、左から２人目：Amdouni 氏

(各年末時点での累計実績）

32,566

水石
盆栽
海外
合計

6,790
0

27,600

22,006
6,790

0
28,796

6,652
0

20,810 22,22543
0

16,042

19,275
6,790

0
26,065

9,390

43

4,813
0
0

4,813
0

2018 2019 2020

10,191
150

(2015/5) 2015年 2016 2017

20,000

15,000

10,000

5,000

署署名名実実績績推推移移
35,000 人

30,000

25,000

目標：100,000人



30
〈ご意見・お問い合わせ等のメール〉b_s_sekaiisan@yahoo.co.jp　〈署名実績〉32,629 人（2021年 1月 24日現在）
UNESCOの遺産保護プロジェクトには３つの活動があります。①世界遺産、②無形文化遺産、③世界の記憶。水石盆栽文化は②への登録を目指しています。

（一社）全日本愛石協会副理事長
（一社）日本水石協会理事
愛石クラブとよた会長
千歳愛石同好会顧問
イタリア愛石協会会員
フランス愛石協会会員

西山 巍  Nishiyama Takashi

出
前
館

企
業
価
値

文
化
価
値

す
。
こ
の
会
社
の
設
立
は
20
年
も
前
で
す
が
、
昨
年
３
月

のLIN
E

と
の
資
本
業
務
提
携
後
に
売
り
上
げ
は
倍
増
、

株
価
は
４
倍
値
を
付
け
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
ビ
ジ
ネ

ス
の
明
暗
を
鮮
明
に
す
る
中
で
、
飲
食
店
、
メ
ニ
ュ
ー
、

配
達
、
代
金
授
受
等
々
の
膨
大
で
複
雑
な
デ
ー
タ
を
繋
げ

る
デ
ジ
タ
ル
事
業
が
追
い
風
を
受
け
た
の
で
す
。
機
を
見

る
起
業
家
に
脱
帽
で
す
。

　

一
方
、
日
本
の
官
民
事
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
に
危

機
感
を
持
っ
た
政
府
は
、
数
年
前
に
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）「
２
０
２
５
年
の
崖
」
と

↓アウトライン

世界遺産PJ（プロジェクト）
めげずにやり抜く

Intangible Cultural Heritage
無形文化遺産

新しくできた世界遺産運動のポスター

　

Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
最
高
経
営
責
任
者
、
Ｃ
Ｏ
Ｏ
は
最
高
執
行
責

任
者
、
会
長
・
社
長
と
も
訳
さ
れ
る
会
社
役
員
の
英
語
呼

称
で
す
。
1
年
前
に
「
Ｃ
Ｄ
Ｏ
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
出

前
仲
介
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
会
社
「
出
前
館
」
の
テ
レ
ビ

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
登
場
す
る
浜
田
雅
功
さ
ん
が
就
任
し
た

「
役
職
」
で
す
。
Ｃ
Ｄ
Ｏ
は
「
チ
ー
フ
出
前
オ
フ
ィ
サ
ー
」

（
最
高
出
前
責
任
者
？
）
の
和
英
略
語
、
い
や
い
や
素
晴

ら
し
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
感
服
し
ま
す
。

　
「
出
前
館
」
が
米
国
の
ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ
と
競
い
な
が

ら
「
出
前
が
ス
ー
イ
ス
イ
!!
」
と
街
を
駆
け
抜
け
て
い
ま

愛石クラブとよた会員
土屋美紗（つちやみさ）
さんの作品
昨年 5月号の「愛石女
子」にも登場して頂き
ました

水
石
界
で
す
が
、
こ
の
世
界
は
ま
だ
ま
だ
ア
ナ
ロ
グ
状
態

で
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
が
水
石
文
化
を
守
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
、
し
か
し
そ
れ
を
怠
れ
ば
世
代
と
地
域
の
交
流
が

滞
り
「
高
齢
者
と
狭
い
日
本
」
の
中
で
こ
の
文
化
が
ガ
ラ

パ
ゴ
ス
化
し
、
文
化
価
値
が
損
な
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
し
ま
す
。

　

Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ
北
米
鑑
賞
石
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
数

千
人
が
訪
問
す
る
現
実
や
、
Ｅ
Ｓ
Ａ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
水
石
協

会
の
各
国
水
石
団
体
と
の
密
接
な
連
携
活
動
を
知
る
に
つ

け
、
我
が
日
本
の
活
動
の
緩
や
か
さ
が
大
い
に
気
に
な
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
は
、
高
齢
を
言
い
訳
に
し
て
も
避
け
る
こ

と
が
出
来
な
い
変
化
で
す
。
全
日
本
愛
石
協
会
と
日
本
水

石
協
会
の
Ｄ
Ｘ
が
問
わ
れ
て
い
る
も
の
と
自
覚
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 称

し
て
警
告
を
発
し
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
に
基
づ
く
事
業
シ
ス
テ
ム
の
変
革

が
急
務
で
、
怠
れ
ば
遠
か
ら
ず
崖
に
ぶ
つ

か
り
、
経
済
活
動
と
企
業
価
値
に
大
き
な

損
失
を
も
た
ら
す
と
の
危
機
感
で
す
。
社

会
の
高
齢
化
と
シ
ス
テ
ム
の
老
朽
化
が

同
時
進
行
し
て
い
る
の
で
す
。
奔
放
な

出
前
館
の
事
業
展
開
が
デ
ジ
タ
ル
庁
設

立
を
加
速
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

２
０
２
４
年
に
は
ア
ナ
ロ
グ
固
定
電
話
網

終
了
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
多
機
能

化
等
々
日
常
生
活
の
ル
ー
ル
だ
け
で
な

く
、
社
会
の
仕
組
み
が
Ｄ
Ｘ
で
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ゆ
る
り
と
石
を
眺
め
て
癒
し
の
時
間
を

と
、
世
間
に
そ
の
楽
し
さ
を
呼
び
か
け
る



30
〈ご意見・お問い合わせ等のメール〉b_s_sekaiisan@yahoo.co.jp　〈署名実績〉32,906 人（2021 年 3 月 11 日現在）
GoPetition ウェブ署名サイト　https://www.gopetition.com/petitions/lets-protect-the-bonsai-suiseki-culture.html
UNESCO の遺産保護プロジェクトには３つの活動があります。①世界遺産、②無形文化遺産、③世界の記憶。水石盆栽文化は②への登録を目指しています。

（一社）全日本愛石協会副理事長
（一社）日本水石協会理事
愛石クラブとよた会長
千歳愛石同好会顧問
イタリア愛石協会会員
フランス愛石協会会員

西山 巍  Nishiyama Takashi

署
名
ク
ラ
ス
タ
ー
拡
大
中

分
間
だ
け
空
気
が
無
く
な

る
と
い
う
パ
ニ
ッ
ク
物
語

で
す
。
息
を
止
め
る
練
習

を
す
る
子
供
達
、
ご
馳
走

を
食
べ
な
が
ら
死
を
覚
悟

す
る
一
家
、
自
転
車
屋
で

空
気
の
入
っ
た
チ
ュ
ー
ブ

を
買
い
占
め
る
お
金
持

ち
、
デ
マ
が
飛
び
、
悲
喜

こ
も
ご
も
右
往
左
往
の
場

面
が
浮
か
び
ま
す
。
昨
年

の
コ
ロ
ナ
当
初
の
マ
ス
ク

騒
動
、
そ
の
後
の
外
出
自

粛
と
手
洗
い
励
行
、
じ
っ

と
こ
ら
え
て
ワ
ク
チ
ン
を

待
つ
今
と
重
な
り
、
記
憶

が
甦
り
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
は
１
９
５
４

年
に
上
映
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
私
は
小
学
校
６
年

生
、
学
校
か
ら
の
映
画
鑑

賞
会
で
観
た
映
画
だ
と
思

↓アウトライン

世界遺産PJ（プロジェクト）
めげずにやり抜く

Intangible Cultural Heritage
無形文化遺産

世界に広がりを見せている署名実績地図　https://www.gopetition.com/petitions/lets-protect-the-
bonsai-suiseki-culture.html  で、どなたでもで署名が出来ますのでご活用下さい（3 月 11 日現在署名数 133）

　

こ
の
頃
は
昔
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
「
空
気
の
な
く
な
る
日
」
と
い
う
映
画
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
１
９
１
０
年
に
地
球
に
近
づ
い
た
ハ
レ
ー
彗
星
を
題
材
に

し
た
小
さ
な
村
の
悲
喜
劇
で
、
彗
星
の
尾
が
地
球
を
横
切
る
５

い
ま
す
。
郷
里
の
田
舎
町
に
は
数
軒
の
映
画
館
が
あ
り
、
覚
え

て
い
る
の
は
邦
画
の
新
富
座
と
洋
画
は
オ
リ
オ
ン
座
。
学
校
か

ら
の
映
画
鑑
賞
は
無
料
で
す
が
、
痛
快
シ
リ
ー
ズ
の
「
タ
ー
ザ

ン
」
は
映
画
代
を
親
に
ね
だ
っ
て
洋
画
館
へ
通
い
ま
し
た
。
映

画
の
翌
日
は
、
山
の
遊
び
場
で
縄
に
つ
か
ま
っ
て
「
ア
～
ア
ー

ア
～
」、
仲
間
同
士
で
タ
ー
ザ
ン
ご
っ
こ
を
楽
し
ん
だ
も
の
で

し
た
。

　

ハ
レ
ー
彗
星
騒
動
が
明
治
末
期
に
ど
ん
な
流
行
語
を
生
ん
だ

の
か
は
知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
一
年
余
の
コ
ロ
ナ
禍

で
多
く
の
言
葉
が
発
信
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
「
感
染
者
集

団
」
と
言
え
ば
い
い
も
の
を
、
唐
突
に
出
現
し
た
カ
タ
カ
ナ
語

「
ク
ラ
ス
タ
ー
」
に
は
戸
惑
い
な
が
ら
恐
怖
を
覚
え
た
も
の
で

す
。
そ
の
後
に
出
現
し
た
多
数
の
和
洋
「
コ
ロ
ナ
用
語
」
も
、

今
は
耳
目
に
馴
染
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
海
外
で
は
善
玉
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
上
の
世
界
地
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ウ
ェ
ブ
署
名
サ
イ

ト
「GoPetition

」
で
「
盆
栽
水
石
文
化
を
守
ろ
う
」
と
呼
び

か
け
、
こ
の
２
月
に
世
界
へ
発
信
し
ま
し
た
。
昨
年
来
検
討

し
て
き
た
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
活
動
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
のSam

i 
A

m
douni

氏
（
愛
石
ク
ラ
ブ
と
よ
た
会
員
）
の
協
力
を
得
て

実
現
し
ま
し
た
。
地
図
上
に
は
署
名
人
数
が
都
市
ご
と
に
集
約

さ
れ
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
表
示
さ
れ
ま
す
。こ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
、

も
っ
と
も
っ
と
大
き
く
伝
染
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
緒

に
就
い
た
海
外
活
動
も
、
こ
の
サ
イ
ト
と
紙
ベ
ー
ス
の
署
名
を

合
せ
て
す
で
に
５
０
０
人
に
迫
り
ま
す
。

　

６
年
前
に
始
め
た
世
界
遺
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
署
名
活
動
で

は
、
こ
れ
ま
で
に
国
内
で
３
２
０
０
０
人
余
の
賛
同
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
支
援
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ

で
委
縮
し
た
文
化
活
動
が
再
開
さ
れ
る
の
も
、
も
う
す
ぐ
の
こ

と
で
し
ょ
う
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
め
方
と
活
性
化
に
つ
い

て
、
関
係
諸
団
体
と
再
検
討
す
る
時
期
か
と
思
い
ま
す
。
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〈ご意見・お問い合わせ等のメール〉b_s_sekaiisan@yahoo.co.jp　〈署名実績〉32,927 人（うち海外署名 511 人）（2021 年 3 月 31 日現在）
GoPetition ウェブ署名サイト　https://www.gopetition.com/petitions/lets-protect-the-bonsai-suiseki-culture.html
UNESCO の遺産保護プロジェクトには３つの活動があります。①世界遺産、②無形文化遺産、③世界の記憶。水石盆栽文化は②への登録を目指しています。

（一社）全日本愛石協会副理事長
（一社）日本水石協会理事
愛石クラブとよた会長
千歳愛石同好会顧問
イタリア愛石協会会員
フランス愛石協会会員

西山 巍  Nishiyama Takashi時
間
差
・
温
度
差

　
『
愛
石
』
誌
の
こ
の
「
世
界
遺
産
ｐ
ｊ
」
月
報
は
今
回

が
61
回
目
、
６
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
原
稿
は
毎
月
5
日

締
め
切
り
、
翌
月
１
日
に
翌
々
月
号
と
し
て
発
行
さ
れ
る

ル
ー
テ
ィ
ン
で
す
の
で
、
６
月
号
（
5
月
1
日
発
行
）
は

３
月
下
旬
に
書
き
上
げ
た
も
の
で
す
（
4
月
5
日
〆
）。

　

月
単
位
の
情
報
提
供
は
、
そ
の
「
時
間
差
」
に
少
々
も

ど
か
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
そ
れ
を
補
う
べ
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

通
じ
て
「
石
」
と
「
愛
石
ク
ラ
ブ
と
よ
た
」
と
「
世
界
遺

産
Ｐ
Ｊ
」
の
話
題
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
真
似
事
で
始
め

た
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
す
が
、
日
時

単
位
の
ホ
ッ
ト
な
情
報
の
受
発
信
に
大
き
な
刺
激
を
感
じ

ま
す
。「
時
間
差
」
は
「
温
度
差
」。
熱
燗
と
ぬ
る
燗
の
よ

う
に
楽
し
み
方
も
自
ず
と
違
い
ま
す
が
、
水
石
界
唯
一
の

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
『
愛
石
』
に
熱
燗
の
刺
激
を
求
め
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。
ぬ
る
燗
に
合
う
味
わ
い
深
い
専
門
誌
で

あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
中
学
校
（
１
９
５
５
〜
５
８
年
）
で
は
バ
レ
ー

↓アウトライン
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ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
９
人

制
、
上
背
が
な
い
の
で
も
っ
ぱ
ら
中
後
衛
の
守
備
ポ
ジ

シ
ョ
ン
で
頑
張
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
に
６
人
制
が
導
入
さ

れ
て
、
日
本
で
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
人
気
が
高
ま
り
ま
し

た
。
後
に
は
、
日
紡
貝
塚
の
大
松
監
督
が
考
案
し
た
回
転

レ
シ
ー
ブ
で
、
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子

優
勝
、
１
９
７
２
年
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
は
、「
時
間
差
」
攻

撃
の
男
子
が
金
メ
ダ
ル
と
快
進
撃
が
続
き
ま
し
た
。
目
か

ら
う
ろ
こ
、
日
本
発
の
新
技
術
が
世
界
を
勝
ち
進
む
展
開

に
固
唾
を
の
ん
だ
も
の
で
す
。「
時
間
差
」
か
ら
こ
ん
な

こ
と
を
思
い
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
水
石
界
に
も
新
時

代
に
合
っ
た
新
作
法
、
新
石
展
、
新
探
石
の
試
み
が
な
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
が
。
頭
を
ひ
ね
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
時
間
差
」—

—

３
月
に
は
愛
石
ク
ラ
ブ
と
よ
た
の
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
ご
時
世
で
出
席
者
は
少
な
め

で
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
楽
し
み
、
今
年
の
計
画

を
話
し
合
い
ま
し
た
。
石
展
と
探
石
再
開
に
心
が
弾
み
ま

す
。

　

今
総
会
で
は
女
性
役
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。
職
業
デ
ザ

イ
ナ
ー
で
、
昨
年
「
愛
石
女
子
」
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
た

土
屋
美
紗
さ
ん
で
す
。
若
い
世
代
と
女
性
感
覚
で
当
会
の

運
営
に
貢
献
い
た
だ
け
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ

ブ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
準
備
な
ど
、
可

視
化
が
進
み
ま
す
。

　
「
時
間
差
」—

—

愛
石
６
月
号
が
発
行
さ
れ
る
５
月
１

日
〜
２
日
は
、
愛
石
ク
ラ
ブ
と
よ
た
の
展
示
会
開
催
日
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
控
え
め
の
行
事
に
し
よ
う
と
事
前
の
石

展
案
内
も
控
え
め
に
行
い
ま
し
た
が
、
多
数
の
ご
来
場
を

期
待
す
る
主
催
者
側
の
矛
盾
、
い
や
は
や
難
し
い
世
の
中

に
な
り
ま
し
た
。

61st

3 月 7日、総会開催
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ボツリヌス菌・コロナウイルス

　
「
週
明
け
出
勤
前
に
歯
医
者
へ
行
く
こ
と
」
と

「
自
動
車
販
売
店
で
車
の
購
入
を
迫
ら
れ
る
こ
と
」

の
２
つ
が
一
番
嫌
な
こ
と
の
例
え
と
し
て
、
二
十

数
年
前
の
米
国
で
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
耳
に
響

く
金
属
音
、
歯
科
治
療
の
緊
張
感
は
い
ず
こ
も
同

じ
、
さ
ら
に
週
明
け
と
い
う
仕
事
の
辛
さ
が
待
っ
て

い
ま
す
。
も
う
一
つ
、
ぶ
ら
り
と
立
ち
寄
っ
た
車
の

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
長
時
間
の
販
売
攻
勢
に
遭
っ
て
し

ま
っ
た
お
客
の
辛
さ
も
競
争
の
本
場
な
ら
で
は
の
光

景
で
す
。
米
国
流
真
偽
半
ば
の
ジ
ョ
ー
ク
は
世
相
を

語
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
の
後
、
定
期
的
に
歯
科

医
院
を
訪
ね
て
い
ま
す
。
知
人
の
ご
子
息
が
開
業
す

る
名
古
屋
駅
近
く
の
「
み
や
か
わ
デ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
で
す
。
あ
る
時
、
強
い
歯
ぎ
し
り
と
診
断

さ
れ
ま
し
た
。
本
人
に
自
覚
が
な
い
が
歯
の
摩
耗
具

合
か
ら
分
か
る
ら
し
く
、
先
生
か
ら
「
ボ
ト
ッ
ク
ス

治
療
」
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
食
中
毒
の
悪
玉
ボ
ツ

リ
ヌ
ス
菌
の
注
射
で
す
。
こ
の
菌
の
も
つ
筋
肉
弛
緩

作
用
が
、
し
わ
取
り
に
も
効
果
的
で
、
女
性
に
人
気

↓アウトライン

世界遺産PJ（プロジェクト）
めげずにやり抜く
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の
美
容
整
形
法
で
あ
る
と
の
こ
と
。
両
頬
数
か
所
に

注
射
す
る
20
分
の
簡
単
な
治
療
を
受
け
た
あ
と
、
翌

日
か
ら
は
頬
と
顎
が
ゆ
る
ゆ
る
、
な
ん
と
も
奥
歯
に

力
の
入
ら
な
い
症
状
で
し
た
が
、
歯
ぎ
し
り
は
治

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
歯
を
食
い
し
ば
っ
た
数
十
年

の
会
社
生
活
の
後
遺
症
（
？
）
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ひ
と
月
後
に
は
ア
イ
ド
ル
の
よ
う
な
小
顔

美
顔
に
な
る
か
と
密
か
に
期
待
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
に
は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
毒
が

毒
を
制
す
る
意
外
性
に
驚
い
た
も
の
で
す
。

　

毒
と
言
え
ば
コ
ロ
ナ
。
こ
の
1
年
、
試
行
錯
誤
で

の
未
知
へ
の
対
応
は
や
む
な
し
、
関
係
者
の
ご
苦
労

に
頭
が
下
が
る
だ
け
で
す
。
批
判
非
難
の
応
酬
は
避

け
て
、
挙
国
一
致
で
災
難
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
社
会
の
多
く
の
仕
組
み
や
制
度
を
変
え
つ

つ
あ
る
悪
玉
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
ま
だ
見
ぬ
ワ
ク
チ
ン

は
、
コ
ロ
ナ
以
外
に
も
ど
ん
な
「
毒
」
に
効
く
の
か

が
楽
し
み
で
す
。
1
億
総
平
和
ボ
ケ
症
？　

デ
ジ
タ

ル
認
知
症
？　

に
は
有
効
か
も
…
。

　

愛
石
界
も
身
動
き
が
取
れ
ず
も
が
い
て
い
ま
す
。

62nd

みやかわデンタルクリニックと石の掃除のため
にいただいた歯石取りの器具（下）

年
間
２
０
０
回
を
超
す
全
国
各
地

で
の
石
展
も
、
多
く
が
中
止
を
余

儀
な
く
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。「
歯

ぎ
し
り
」
を
す
る
思
い
で
す
。
石

展
や
探
石
が
活
動
の
す
べ
て
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
趣
味
と
文
化
を

支
え
る
た
め
の
必
須
行
事
で
す
。

「
さ
あ
、
こ
れ
か
ら
」
と
こ
の
世

界
に
入
っ
て
き
た
方
々
の
意
欲
を

削
ぐ
こ
と
に
な
る
の
で
は
と
懸
念

し
ま
す
。

　

慎
重
果
敢
に
活
動
を
再
開
し
た
グ
ル
ー
プ
か
ら
力

を
得
て
、「
愛
石
ク
ラ
ブ
と
よ
た
」
も
僭
越
な
が
ら

世
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

愛石クラブとよたのロゴ入りマスク



愛石クラブとよた 第25回 愛石展

期日　5 月 1 日〜 2 日
会場　つどいの丘（全トヨタ労連研修センター）

会場風景

検温、手の消毒、マスク着用など、徹底的に行った新型コロナ感染対策 撮影／河合仁志 44



若狭竜宮石　「コロナ去れ」　7 × 10 × 6　西山 巍

天竜川石　「遠山桜」　16 × 17 × 10　山内義計

安倍川石　「泣き虫パンダ」　18 × 13.5 × 7　奥村瑠那

土岐石　「兎」　15 × 11 × 6　大平政一

45



室戸鉄丸石　「へそ湖」　13 × 6 × 10　落合東一

土岐石　「残照」　19 × 14 × 10　山内義計

矢作川石　「薫風台」　19.5 × 7 × 6.5　奥村薫績

雨生山石　22 × 12 × 15　日比谷照夫

46



姫川石　「東風吹かば」　28 × 14 × 10　大平政一

神居古潭石　26 × 10 × 15　河合仁志

抹香石　「出現」　9 × 17 × 7　落合東一

天竜川石　「谷渡り」　20 × 10 × 11　西山 巍

47
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世
界
盆
栽
大
会

結
集
・
前
進

　

今
年
10
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
パ
ー
ス
で
開
催

予
定
だ
っ
た
第
９
回
世
界
盆
栽
大
会
が
、
丸
1
年
延

期
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
こ
の
決
定
は
、
主

催
者
と
し
て
も
苦
渋
の
判
断
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
来
年
の
大
会
は
２
０
２
２
年
10
月
13
～
16
日
、

季
節
が
反
対
の
南
半
球
の
10
月
は
春
、
多
種
の
草
木

の
花
の
季
節
、
主
催
者
は
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
野

生
体
験
も
推
奨
す
る
動
画
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
し
て
い

ま
す
。

　

私
が
パ
ー
ス
を
訪
ね
た
の
は
１
９
８
４
年
２
月
、

４
年
間
の
メ
ル
ボ
ル
ン
駐
在
を
終
え
て
の
帰
国
途
上

で
し
た
。
清
潔
な
街
並
み
、
国
立
公
園
ピ
ナ
ク
ル
の

石
柱
群
、
日
本
の
南
極
観
測
船
の
中
継
港
フ
リ
ー
マ

ン
ト
ル
、
家
族
と
と
も
に
骨
休
め
の
数
日
を
過
ご
し

た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
来
年
の
こ
の
大
会
を

機
に
訪
豪
し
、
友
人
と
再
会
し
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
双
方
と
も
に
そ
の
頃
は
八
十
路
の
高
齢
、
さ
て

ど
う
な
り
ま
す
や
ら
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
宝
石
・
貴
石
・
鉱
物
の

宝
庫
、
現
在
全
国
に
３
４
０
も
の
貴
石
愛
好
会

Lapidary Club

が
あ
り
ま
す
。
メ
ル
ボ
ル
ン
在
住

↓アウトライン
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時
に
、
私
も
近
く
のM

ordialloc Lapidary Club

に
入
会
し
、
貴
石
研
磨
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
し

た
。
手
作
り
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
は
今
も
家
内
が
大
切
に

身
に
着
け
て
い
ま
す
。
金
や
サ
フ
ァ
イ
ア
目
当
て
の

探
石
会
は
泥
水
の
川
の
中
、
石
切
り
場
で
の
化
石
見

学
、
河
原
で
は
金
属
探
知
機
、
面
白
い
石
体
験
で
し

た
。
当
時
、
地
元
で
は
水
石
へ
の
関
心
は
皆
無
、
日

本
人
の
私
の
所
作
は
興
味
深
く
眺
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
水
石
界
の
現
況
は
定
か
で

あ
り
ま
せ
ん
が
、
シ
ド
ニ
ー
のT

he School of 
Bonsai Club

の
組
織
下
にSuiseki A

ustralia

が

１
９
９
６
年
に
発
足
し
て
い
ま
す
。
来
年
は
こ
の

方
々
も
水
石
展
示
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

楽
し
み
で
す
。

　

４
年
前
に
埼
玉
で
開
催
さ
れ
た
第
８
回
世
界

盆
栽
大
会
は
盛
大
で
華
や
か
な
も
の
で
し
た
。

「
日
本
の
盆
栽
水
石
至
宝
展
」
へ
の
来
場
者
数

は
４
万
５
千
５
１
３
人
。
世
界
遺
産
Ｐ
Ｊ
に
は

８
千
１
５
０
人
の
署
名
を
得
ま
し
た
。
パ
ー
ス
の
会

場
で
は
ど
う
し
た
対
応
が
で
き
る
の
か
を
関
係
者
と

相
談
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
署
名
活
動
は
数
集

め
で
は
な
く
目
に
見
え
る
関
心
の
継
続
活
動
で
す
。

　

パ
ー
ス
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
〝D

oornjil 
Y

oordaniny

〟、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
語
で
し
ょ
う
か
。
英

語

で
〝Com

ing T
ogether, M

ove Forw
ard

〟

「
結
集
！　

前
進
！
」

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
章
は
、
カ
ン
ガ
ル
ー
と
エ

ミ
ュ
ー
の
絵
柄
で
す
。
ど
ち
ら
も
後
戻
り
は
し
ま
せ

ん
。〝Ever onw

ard

〟「
限
り
な
き
前
進
」
の
象
徴

で
す
。
我
ら
が
世
界
遺
産
Ｐ
Ｊ
も
こ
う
あ
り
た
い
も

の
で
す
。

63rd

（左）オーストラリア海岸石（1980 年採取）、( 右）延期となった「世界盆栽大会」のポスター

（左）私の手作り、オパールのペンダント、( 右）ピナクルの石灰岩石柱群
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西山 巍  Nishiyama Takashi

ゴリラ石・
愛石 Kids

「
３
Ｍ
（
難
し
い
・
面
倒
く
さ
い
・
む
な
し
い
）
仕

事
」
も
た
く
さ
ん
、
口
ほ
ど
に
は
手
足
が
動
か
な
い

高
齢
関
係
者
一
同
が
ボ
ケ
防
止
と
割
り
切
り
、
準
備

作
業
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
会
は
、「
新
時
代
の
水
石
と
は
？
」「
世

↓アウトライン

世界遺産PJ（プロジェクト）
めげずにやり抜く

Intangible Cultural Heritage
無形文化遺産

す
る
自
分
の
頑
固
さ
に
、
も
う
一
度
嘆
息
。
大
衆
化

へ
の
心
の
課
題
発
見
で
す
。
石
は
面
白
い
！

　

そ
ん
な
中
、「
愛
石
ク
ラ
ブ
と
よ
た
」
も
面
白
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
６
歳
の
奥
村
瑠る

那な

君
の
人
気
が

上
昇
中
で
す
。
彼
は
２
年
前
に
３
人
の
ご
家
族
と
と

も
に
入
会
し
た
最
年
少
会
員
で
す
。
さ
ら
に
昨
年
か

ら
は
フ
ラ
ン
ス
・
マ
ル
セ
イ
ユ
の
ア
ダ
ム
君
（
５

歳
）
が
頭
角
を
現
し
て
き
ま
し
た
。
彼
は
サ
ミ
・
ア

ム
ド
ウ
ニ
氏
（
当
会
会
員
・
本
誌
連
載
中
）
の
ご
子

息
で
す
。
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
石
を
手
に
し
た

笑
顔
と
河
原
で
の
真
剣
な
姿
が
印
象
的
で
す
。
日
仏

に
怪
童
・
愛
石
キ
ッ
ド
が
現
れ
た
の
で
す
。
こ
の
２

人
の
20
年
後
、
学
業
の
後
に
ど
ん
な
世
界
に
進
む
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
時
に
は
２
人
の
父
君
は
65
歳
で

す
。
私
に
は
彼
ら
を
見
届
け
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん

が
、
親
子
揃
っ
て
石
へ
の
関
心
を
持
ち
続
け
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

　
「
ゴ
リ
ラ
石
」
よ
し
！　
「
パ
ン
ダ
石
」
よ
し
！

「
似
顔
絵
石
」
よ
し
！　

つ
い
で
に
語
呂
良
く
「
三

64th

伊南川石　銘「瑞雲」　26 × 15 × 12

い
も
よ
ら
な
い
見
立
て
」
と
の
私
の
返
信
に
対
し
て

「
話
題
作
り
が
大
切
」
と
の
助
言
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。
ウ
ッ
！
。

　

山
岳
の
谷
間
に
た
な
び
く
雲
は
吉
兆
、
こ
の
見
立

て
は
さ
ほ
ど
間
違
い
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
に
共
感
さ

れ
る
も
の
と
自
負
し
て
い
ま
し
た
が
、
思
わ
ぬ
反
応

に
思
わ
ず
嘆
息
。
心
の
中
で
「
ゴ
リ
ラ
石
」
を
否
定

方
よ
し
」
？　

水
石
界
の
未
来
の

リ
ー
ダ
ー
に
は
私
の
心
も
寛
容
で

す
。

　

２
度
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
終
わ

り
ま
し
た
。
世
間
に
日
常
が
戻
れ

ば
、
あ
れ
も
や
り
た
い
、
こ
れ
も

や
り
た
い
と
「
新
年
」
を
迎
え
る

気
分
で
す
。
毎
年
実
現
し
な
か
っ

た
「
一
年
の
計
」
で
す
が
、
世
界

遺
産
ｐ
Ｊ
の
「
一
念
」
は
し
っ
か

り
と
持
ち
続
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

代
を
超
え
た
水
石
と
は
？
」
と

問
い
か
け
な
が
ら
、
文
化
の
継

承
と
趣
味
の
大
衆
化
を
目
指
す

試
み
で
す
。
こ
の
心
意
気
だ
け

で
も
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

そ
ん
な
目
算
で
数
年
前
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
始
め
ま
し
た
。
先
日
、

伊
南
川
石
（
上
写
真
）
を
「
瑞

雲
」
と
名
付
け
て
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
に
投
稿
し
た
と
こ
ろ
、
あ

る
フ
ォ
ロ
ア
ー
か
ら
「
ゴ
リ
ラ

石
と
名
付
け
る
と
も
っ
と
人
気

が
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。「
思

　

延
期
し
て
い
た
「
第
３
回
小
さ
い
石

の
展
示
会
」
は
、
７
月
31
日
・
８
月
１

日
に
開
催
し
ま
す
。
先
日
、
石
展
の
最

終
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
段
取
り
に
は

（上）瑠
る
那
な
君とパンダ石　（下）瑠那君探石中

（上）アダム君の似顔絵石　（下）アダム君探石中
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小さい石の展示会・ワクワク !
　
「
第
３
回
小
さ
い
石
の
展
示
会
」
を
７
月
31
日
〜

８
月
１
日
に
開
催
し
ま
し
た
（
展
示
石
の
写
真
は
49

頁
に
掲
載
）。
会
場
は
豊
田
市
に
あ
る
国
登
録
有
形

文
化
財
の
喜
楽
亭
。
東
海
地
区
の
愛
石
７
団
体
か
ら

の
47
人
・
57
席
は
秀
石
ぞ
ろ
い
、
特
設
の
「
動
物

↓アウトライン

世界遺産PJ（プロジェクト）
めげずにやり抜く

Intangible Cultural Heritage
無形文化遺産

65th

57 年前、登別のユースホステルで同宿したオーストラリア
からの旅人と。左から２人目が筆者

し
た
施
策
が
予
測
で
き
な
い
現
実
に
阻
ま
れ
て
結
果

が
出
な
い
、「
合
成
の
誤ご

謬び
ゅ
う」

が
為
政
者
へ
の
怨え

ん

嗟さ

の
声
に
置
き
換
わ
る
、
こ
ん
な
繰
り
返
し
の
１
年
余

で
し
た
。
世
界
が
遭
遇
す
る
未
知
の
中
、
し
ば
ら
く

は
試
行
錯
誤
の
対
応
の
下
で
自
己
防
衛
に
努
め
ね
ば

な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。
ク
ワ
バ
ラ
、
ク
ワ
バ
ラ
！

石
」
も
人
気
の
コ
ー
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
展
示
会

テ
ー
マ
「
石
は
面
白
い
」
を
若
い
世
代
に
も
発
信
す

る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
石
展
は
当
初
２
月
開
催
を
予
定
し
、
昨
年
９

月
に
準
備
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
開
催
延

期
と
規
模
見
直
し
な
ど
紆
余
曲
折
を
経
て
今
回
に
至

り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
進
む
に
つ
れ
て
、
主
催
者
の
肩
の
荷
が
少
し
ず

つ
軽
く
な
っ
た
も
の
で
す
。
２
日
間
の
来
場
者
は

３
５
４
人
（
昨
年
の
６
割
）
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
の

マ
ス
ク
の
下
も
楽
し
気
と
感
じ
ま
し
た
。
次
回
も
工

夫
の
展
示
会
を
目
指
し
ま
す
。
ワ
ク
ワ
ク
！　
　
　

石
展
は
ち
ょ
う
ど
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
期
間
中
で
し

た
。
無
観
客
の
五
輪
は
い
か
が
な
も
の
か
と
危
惧
し

て
い
ま
し
た
が
、
い
や
は
や
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

た
ち
の
闘
争
心
に
圧
倒
さ
れ
て
競
技
に
見
入
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
格
別
で
す
。
そ
の

数
週
間
前
に
放
映
さ
れ
た
Ｍ
Ｌ
Ｂ
オ
ー
ル
ス
タ
ー

ゲ
ー
ム
も
同
様
、
大
谷
選
手
に
く
ぎ
付
け
に
な
り
ま

し
た
が
、
球
場
を
埋
め
る
観
客
が
マ
ス
ク
無
し
で
歓

喜
す
る
光
景
に
は
も
う
一
度
く
ぎ
付
け
、
米
国
の
底

力
を
見
せ
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
の
、
1
年
遅
れ
の

「
東
京
２
０
２
０
」
と
欧
米
か
ら
1
周
遅
れ
の
コ
ロ

ナ
対
応
に
淋
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。

　

と
に
か
く
コ
ロ
ナ
は
社
会
生
活
の
計
画
機
能
を
乱

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
都
度
、
良
か
れ
と
実
施

小
さ
い
石
の
展
示
会
会
場
風
景

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
終
活
が
進
み
ま
す
。
古
い
写
真

を
整
理
し
、
１
９
６
４
年
９
月
に
登
別
で
撮
影
し
た

１
枚
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
年
の
10
月
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
私
は
暇
な
大
学
４
年
生
、
同
級
生
と

巡
っ
た
北
海
道
で
は
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
で
同
宿
の
こ

の
〝
外
人
〟
と
片
言
の
会
話
を
し
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
写
真
の
２
人
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
で

す
。
今
は
石
を
楽
し
む
好
好
爺
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

再
会
し
、
世
界
遺
産
ｐ
Ｊ
へ
の
協
力
を
依
頼
し
た
い

も
の
で
す
。
ワ
ク
ワ
ク
！
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単短探・伝承石

　

県
外
不
出
、
密
回

避
、
コ
ロ
ナ
禍
で
愛

石
家
に
も
ス
ト
レ
ス

が
蓄
積
し
ま
す
。
し

か
ら
ば
と
「
単
短

探
」
を
始
め
ま
し

た
。
単
独
、
短
時
間

の
探
石
で
す
。
考
え

る
こ
と
は
ど
な
た
も

同
じ
、
川
原
で
は
見

知
ら
ぬ
「
単
短
探
」

者
と
出
会
い
、
マ
ス

ク
越
し
に
し
ば
し
の

石
談
義
を
楽
し
む
こ

と
も
度
々
で
す
。

　

そ
ん
な
わ
け
で
、

愛
知
県
内
東
北
部
の

地
図
を
見
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。

長
野
県
、
静
岡
県
と

↓アウトライン

世界遺産PJ（プロジェクト）
めげずにやり抜く

Intangible Cultural Heritage
無形文化遺産

66th

の
昔
、
こ
の
寺
の
早
起
き
鶏
の
鳴
き
声
で
出
立
し
た

家
康
が
、
武
田
軍
の
追
手
か
ら
逃
れ
、
命
拾
い
を
し

た
と
の
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
落
ち
着
い
た
境

内
の
本
堂
横
手
の
鶏
舎
に
は
、
い
ま
も
立
派
な
鶏
が

飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
豊
川
沿
い
は
、
16
世
紀
後
期

に
東
西
戦
国
大
名
の
覇
権
争
い
の
戦
場
に
な
り
ま
し

た
。
家
康
も
若
い
こ
ろ
に
は
、
こ
の
地
で
命
か
ら
が

ら
転
戦
し
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
こ
と
を
想
像
し

な
が
ら
の
「
単
短
探
」
は
平
和
な
も
の
で
す
。

　

１
９
８
８
年
に
石
乃
美
社
が
発
刊
し
た
『
伝
承

石
』
に
は
１
６
２
の
名
石
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
60
番
目
に
「
雨
生
山
石
・
徳
川
家
康
公
由
来
」

が
登
場
し
ま
す
。
満
光
寺
と
雨
生
山
は
指
呼
の
距

離
、
家
康
も
こ
の
石
を
感
慨
深
く
眺
め
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

本
誌
９
月
号
で
『
伝
承
石
』
の
再
録
開
始
と
復
刻

版
発
刊
を
知
り
ま
し
た
。
結
構
な
こ
と
で
す
。
文
化

の
「
証
」
と
し
て
の
名
石
の
伝
承
活
動
は
大
変
重

要
で
す
。『
伝
承
石
』
が
発
行
さ
れ
た
33
年
前
で
す

ら
、
す
で
に
多
数
の
由
来
石
が
所
在
不
明
で
掲
載
叶

わ
ず
、
残
念
で
あ
っ
た
と
編
者
が
述
べ
て
い
ま
す
。

「
ま
し
て
現
在
に
お
い
て
お
や
」
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
い
ま
水
石
界
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
の

悩
み
の
中
で
、
名
石
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に

売
買
が
で
き
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。
個
人
の
取
引
は

自
由
で
す
し
、「
証
」
の
新
た
な
所
有
者
が
「
文
化
」

を
伝
播
す
る
こ
と
を
思
え
ば
、
む
し
ろ
歓
迎
す
べ
き

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
何
度
か
の
売
買
の
後
に

散
逸
す
る
可
能
性
も
現
実
で
し
ょ
う
。「
所
在
不
明
」

は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
内
外
に
及
ぶ
息

の
長
い
「
た
な
卸
」
の
仕
組
み
が
必
要
で
す
。

接
す
る
こ
の
地
域
は
「
奥
三
河
」
と
呼
ば
れ
、
も
と

も
と
は
非
常
に
「
遠
い
」
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
最
近

の
道
路
の
開
通
で
各
地
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
に

な
り
ま
し
た
。
奥
三
河
中
央
部
に
豊
川
、
南
部
に
は

雨
生
山
、
東
部
の
県
境
を
越
す
と
す
ぐ
に
天
竜
川
、

こ
の
辺
が
狙
い
所
で
す
。
成
果
は
さ
て
お
き
、
今
は

「
単
短
探
」
が
私
の
気
力
と
体
力
を
測
る
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

奥
三
河
の
玄
関
口
は
豊
川
の
両
岸
に
位
置
す
る
新

城
市
で
す
。
市
内
東
部
に
は
、
探
石
時
に
庭
園
観
賞

に
立
ち
寄
る
満
光
寺
と
い
う
古
刹
が
あ
り
ま
す
。
そ

満光寺山門

徳川家康公由来「雨生山石」（『伝承石』より）
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邂逅・アンデス千軒石

　

１
９
７
６
年
９
月
か
ら
翌
年
１
月
末
ま
で
の
４
か

月
間
は
ペ
ル
ー
の
リ
マ
に
滞
在
し
ま
し
た
。
現
地
会

社
を
支
援
す
る
上
司
と
同
僚
４
人
の
チ
ー
ム
で
す
。

軍
事
政
権
下
で
夜
間
は
外
出
禁
止
、
真
夜
中
に
時
々

銃
声
が
聞
こ
え
る
不
便
で
不
安
な
日
々
で
し
た
が
、

現
地
ス
タ
ッ
フ
は
明
る
く
、
我
々
を
気
遣
っ
て
く
れ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

↓アウトライン

世界遺産PJ（プロジェクト）
めげずにやり抜く

Intangible Cultural Heritage
無形文化遺産
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た
。
ク
ス
コ
で
、
上
司
の
一
人
が
う
ど
ん
を
食
べ
た

い
と
部
下
に
言
い
ま
し
た
。
無
理
な
話
、
リ
マ
に
帰

り
馴
染
み
の
「
レ
ス
ト
ラ
ン
富
士
」
に
駆
け
込
ん
だ

も
の
で
す
。
こ
の
店
の
オ
ー
ナ
ー
Ｆ
氏
を
は
じ
め
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
の
出
張
で

し
た
。

　

19
年
後
の
１
９
９
５
年
に
は
「
部
下
」
２
人
も
そ

れ
な
り
の
「
上
司
」
と
な
り
、
私
は
米
国
に
、
同
僚

Ｔ
氏
は
ペ
ル
ー
に
駐
在
し
て
い
ま
し
た
。
年
末
に
私

ど
も
夫
婦
は
リ
マ
へ
向
か
い
、
あ
の
当
時
の
皆
さ
ん

と
懐
か
し
く
再
会
し
た
あ
と
、
Ｔ
氏
の
案
内
で
各
地

を
訪
問
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
、
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ

で
、
と
あ
る
人
物
と
眼
が
合
い
ま
し
た
。
ク
ス
コ
拠

点
の
日
本
人
ガ
イ
ド
Ａ
氏
で
し
た
。
19
年
前
の
我
々

４
人
組
が
彼
の
開
業
最
初
の
客
で
あ
っ
た
と
の
こ

と
、
お
互
い
の
邂
逅
に
驚
き
、
山
頂
で
し
ば
し
歓
談

し
ま
し
た
。
出
会
い
か
ら
45
年
、
毎
年
の
ク
リ
ス
マ

ス
カ
ー
ド
も
途
絶
え
が
ち
で
す
。
皆
さ
ん
と
の
再
々

会
は
叶
う
で
し
ょ
う
か
。
幻
の
「
ア
ン
デ
ス
千
軒

石
」
に
も
再
会
し
た
い
も
の
で
す
。
石
は
「
思
い
出

の
遺
産
」
で
す
。

（上）1976 年 11 月、マチュピチュ
にて。左はガイドのＡ氏
（下）1995 年 12 月、ガイドのＡ氏
と同僚のＴ氏（右）　

（上）露店での購入石。右はトルコ石
( 下）海岸で自採

　

ペ
ル
ー
の
自
然
は
国
を
南
北
に
走

る
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
東
西
で
様
変
わ

り
し
ま
す
。
東
は
ア
マ
ゾ
ン
の
源
流

地
域
ま
で
緑
が
続
き
ま
す
が
、
西
の

海
沿
い
は
雨
の
な
い
砂
漠
地
帯
で
、

そ
こ
に
首
都
リ
マ
が
あ
り
、
ナ
ス
カ

や
イ
ン
カ
の
遺
跡
が
点
在
し
ま
す
。

当
時
私
は
34
歳
の
青
二
才
、
石
を
始

め
て
８
年
の
駆
け
出
し
で
し
た
。
週

末
は
遺
跡
見
学
の
傍
ら
「
石
探
し
」

を
楽
し
み
ま
し
た
。
露
店
で
見
つ
け

た
化
石
と
鉱
物
、「
安
く
買
っ
た
」

「
高
く
売
っ
た
」
と
双
方
満
足
気
で

交
渉
成
立
、
何
度
も
店
に
通
う
私
は

常
連
客
で
し
た
。

　

リ
マ
郊
外
の
川
原
で
は
千
軒
石
に
似
た
ジ
ャ
グ
レ

の
「
名
石
」
を
採
取
し
ま
し
た
が
、
現
地
の
知
人
宅

に
置
い
て
き
ま
し
た
。
日
本
へ
持
ち
返
っ
た
の
は
写

真
の
４
石
の
み
、
今
は
、
あ
の
名
石
「
ア
ン
デ
ス
千

軒
石
」
が
気
に
な
っ
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
（
…
…

逃
が
し
た
魚
は
大
き
い
!?
）。

　

ア
ン
デ
ス
山
中
の
「
ク

ス
コ
市
街
」
と
「
マ
チ
ュ

ピ
チ
ュ
の
歴
史
保
護
区
」

は
、
１
９
８
３
年
に
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
我
々
４
人
が
こ
こ
を

訪
れ
た
の
は
そ
の
７
年
前

の
１
９
７
６
年
11
月
で
し

た
が
、
秘
境
は
当
時
も
観

光
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
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2021.6. 石睦会（名古屋市 )

2021.6. 三河皐月会（岡崎市 )

2021.7. アルプス（France)

2021.9. 盆栽フェスティバル（Italy,Arco）

2021.7. デュランス川
（France)

2021.6. デュランス川
（France)

2021.6. モナコ盆栽クラブ（Monaco）

2021.9. 盆栽フェスティバル（Italy, Andora）

２
０
２
１
年
「
世
界
遺
産
Ｐ
Ｊ
」
コ
ラ
ム
で
紹
介
で
き
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
写
真
を

改
め
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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